
　　　　　（地皿18F）

平成21年4月27日

都道府県医師会

　感染症危機管理担当理事　殿

日本医師会感染症危機管理対策室長

　　　　　　　　　　飯沼　雅朗

メキシコ及び米国におけるインフルエンザ様疾患の発生状況について

　今般、メキシコ及び米国におけるインフルエンザ様疾患の発生状況につきまして、

厚生労働省健康局結核感染症課より別紙のとおり情報提供がなされました。

　つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会管下郡市

区医師会、関係医療機関等に対し、周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。



平成21年4月25日
　厚生労働省健康局

　結核感染症課

メキシコ及び米国におけるインフルエンザ様疾患

　　　　　　　の発生状況について

　今般、メキシコにおいて、インフルエンザ様の症状を示す比較的重い呼吸器疾

患が流行しているとの情報、また、米国においては、豚インフルエンザA（H　l

N1）が発生しているとの情報があったことから、別紙のとおり対応することと

いたしましたので、情報提供いたします。

　各自治体におかれましては、関係する保健所、医療機関等に対する情報提供及

び対応の要請等を行っていただけますよう、お願い申し上げます。



　●● 、平成21年4月25日
照会先：厚生労働省健康局結核感染症課

　課長：梅田（03－5253－1111内線2370）

　担当：江浪（03－5253－11“内線2373）

　直通：03－3595－2257

メキシコ及び米国におけるインフルエンザ様疾患

　　　　　　の発生状況について　　　．　　　　．

　今般、メキシコにおいて、インフルエンザ様の症状を示す比較的重い呼吸器

疾患が流行しているとの情報、また、米国においては、ヒトの間で豚インフル」
エンザウイルス（H　l　N1亜型）によるインフルエンザが発生しているとの情

報があったことから、別紙のとおり対応することといたしましたので、情報提

供いたします。

国民の皆様には、正しい情報に基づいた冷静な対応をお願いします。
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メキシコ・米国へ渡航される方へ
感染症の予防のお知らせ 

現在、メキシコにおいて、インフルエンザ様の症状を

示す、比較的重い呼吸器疾患が流行しています。渡航す

る方はその是非について検討して下さい。 

なお、米国（カリフォルニア州、テキサス州）におい

ても、豚インフルエンザウイルス（Ｈ１Ｎ１亜型）の感

染例が報告されていますので今後の情報にご注意下さい。 

＜渡航時には＞ 
○ 咳やくしゃみ等による感染を防ぐため、マスク

を着用する。 

○ 積極的に手洗いやうがいを行う。 

○ 発熱や咳などインフルエンザ様の症状がみら

れた時は、現地の医療機関を受診する。 

＜帰国時には＞ 
○ 発熱や咳などインフルエンザ様の症状がみら

れる方は、検疫所へご相談ください。 

 

◎流行している疾患の特徴 

・ＷＨＯからの情報によると、メキシ

コにおいて3月 18日から 4月 23日

までの間に、59 例の死亡例を含む

854 例のインフルエンザ様症状のあ

る患者が発生したとのこと。 

・症状は、発熱、倦怠感のほか、咳、

鼻汁、咽頭痛などの呼吸器症状など

とされています。 
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